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乳牛の乳房炎は酪農家にとって深刻な課題であり、国内だけでも年間約800億円もの経済損失を引き

起こしています。本事業では、この乳房炎を早期に発見・予防するために、牛乳中の免疫成分を測定で
きるセンサを開発します。従来の課題であった「使用環境による測定誤差」や「使い捨てによる高コスト
化」を解消し、安価で使いやすい乳房炎早期発見センサを実現します。

本研究開発では、特定の免疫成分を高感度に検出できるバイオセンサにおいて、明るさなどの環境
変化の影響を受けにくいトランジスタ型センサ構造を開発し、精度と安定性を両立させます。さらに、使
用後のセンサを洗浄することで繰り返し利用を可能とし、ランニングコストを大幅に削減します。これに
より、酪農家が日常的に活用できる新しいバイオセンサ市場を開拓します。

作成/更新：２０２５年７月

牧場でも畜舎でも牛乳一滴で免疫成分を測定する

本事業開始以降、周囲の明るさおよび温度の変動が与える影響を1/1000に減らし、微量の免疫グロ

ブリンを検出することに成功しました。また、市場調査の結果を基に、搾乳ロボットへの取り付けが容易
な小型センサの検討を開始しました。

今後、乳房炎に罹患したことによる生乳中の免疫グロブリン変化の様子を見える化するための準備を
進めています。
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